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(第41号))

会
務
報
告

号

第
七
回
常
任
理
事
会

(支
部
長
合
同
)

北 海 道 行 政 書 士 会 報0月15日

一
、
日

時

昭
和
43
年
8
月
17
日
午
後
3
時

-
、
と
こ
ろ

札
幌
市
南
三
条
西
五

三
川
屋
会
館

一
･
出
席
者

渡
辺
会
長
、
藤
山
、
海
藤
、
竹
原
三
副
会
長
、

成
沢
･
犬
飼
、
鈴
木
公
局
追
い
梶
井
、
荒
、
後

藤
、
佐
々
木
;
:
:
以
上
八
常
任
理
事

黒
島
、
細
井
、
伏
見
、
灰
原
、
今
村
、
荒

(常

任
理
事
兼
任
)
中
沢
、
藤
沢
、
村
瀬
、
森
ロ
.:

!
以
上
十
支
部
長

事
務
局
2
名

一
、
議

案

ー
、
北
海
道
行
政
書
士
報
酬
規
定
取
扱
要
領
作
成
に
つ
い
て

本
部
で
標
準
の
も
の
を
作
成
し
て
各
支
部
で
地
域
に
合

っ
た
も
の
を
作
る
べ
き
だ
と
の
意
見
で
本
部
に
於
い
て
作

成
す
る
こ
と
に
決
定
、
企
画
部
で
立
案
作
成
す
る
こ
と
。

2
、
行
政
書
士
試
験
制
度
廃
止
反
対
運
動
に
つ
い
て
執
行
部

で
検
討
す
る
こ
と
o

3
、
死
亡
見
舞
金
制
度
発
足
に
つ
い
て

第
一
生
命
保
険
会
社
社
員
内
容
説
明
あ
り
、
希
望
者
に

よ
り
発
足
す
る
事
に
決
定
、
第
一
生
命
に
一
任
を
決
定
。

4
、
企
画
部
の
強
化
方
法
に
つ
い
て

企
画
部
の
活
動
に
つ
い
て
種
々
論
議
さ
れ
企
画
竹
原
総

括
よ
り
現
在
の
人
員
で
強
化
の
た
め
努
力
す
る
と
の
発
言

で
了
承
。

5
、
内
容
証
明
料
金
の
徴
収
に
つ
い
て

長
、
犬
飼
総
務
部
長
、
成
田
、
遠
藤
労
務
部
会

常
任
幹
事
、
高
田
労
務
部
会
幹
事
長

事
務
局
2
人

　月
~

　

　
3

-
、
議

事

鰍
講
習
会
場
の
選
定
と
期
日
･

日
数
の
検
討
･

其
の
他
巧

い
て

一
、
閉

会

午
後
8
時
30
分

◎
日
行
達
常
任
理
事
会

一
、
日

時

昭
和
43
年
9
月
14
日
午
後
ー
時

報

一
、
場

所
東
京
都
文
京
区
本
郷
4
丁
目
盤

都
旅
館

会
一

本
会
よ
り
渡
辺
会
長
(日
行
連
副
会
長
)

士書

藤
山
副
会
長
(日
行
連
常
任
理
事
)

成
田
労
務
部
会
常
任
幹
事
(参
観
の

た
め
)

政

輻

題

行

の

社
会
保
険
労
務
士
に
関
す
る
件

②

行
政
書
士
法
の
一
部
改
正
に
関
す
る
件

道

③

日
行
達
旅
費
規
定
改
訂
案
の
件

海

④

其
の
他

　
　‘]

◎
会
費
滞
納
者
の
督
促
に
つ
い
て

(第41号)

従
来
会
費
滞
納
督
促
は
三
カ
月
に
亘
る
場
合
は
第
一
回
発
送

し
、
更
に
四
カ
月
目
に
再
度
督
促
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

本
年
10
月
か
ら
五
カ
月
に
亘
る
滞
納
者
に
第
一
回
督
促
し
、
之

れ
に
応
じ
な
い
場
合
は
六
ヵ
月
目
に
内
容
証
明
書
を
発
送
し
、

会
費
納
入
の
促
進
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
何
卒
会
員

各
位
の
一
層
の
御
協
力
を
願
い
ま
す
。

内
容
証
明
発
送
後
期
日
ま
で
に
納
入
下
さ
れ
な
い
会
員
は
会

則
第
鶏
条
2
項
に
よ
り
退
会
処
分
に
な
り
ま
す
の
で
御
留
意
下

さ
る
よ
う
併
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
行
政
書
士
会

各

位

は
本
人
負
担
と
す
る
。

6
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
に
つ
い
て

企
画
部
に
於
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

7
、
現
行
北
海
道
行
政
書
士
会
の
旅
費
規
定
改
訂
に
つ
い
て

経
縦
審
議
と
す
る
。

一一、
報
告
事
項

ー
、
北
海
道
行
政
書
士
会
根
室
支
部
の
臨
時
総
会
状
況

2
、
日
本
社
会
保
険
労
務
士
会
則
案
(近
畿
支
部
大
阪
案
)

3
、
真
の
他

第
五
回
労
務
部
会
常
任
幹
事
会

(支
部
長
合
同
)

一
、
日

時

昭
和
43
年
8
月
17
日
午
後
ー
時

一
、
と
こ
ろ

札
幌
市
南
三
西
五
、
三
川
屋
会
館

一
、
出
席
者

渡
辺
会
長
、藤
山
労
務
部
会
長
、中
川
副
部
会
長

高
田
幹
事
長
、
遠
藤
、
成
田
、
大
淵
、
渡
辺
胸

日
向
寺
;
.常
任
幹
事
、
浦
野
!
合
計
、
有
馬
!

会
計
監
査
、
黒
島
、
細
井
、
伏
見
、
灰
原
、
今

村
、
荒
、
中
沢
、
藤
沢
、
村
瀬
、
森
口
!
･支
部

長

事
務
局
2
名

一
、
議

案

ー
、
社
会
保
険
労
務
士
法
の
具
体
策
検
討
に
つ
い
て

法
、
附
則
の
2
の
検
討

資
格
取
得
の
要
件
と
し
て
一定
講
習
受
講
の
含
み
が
あ

る
こ
と
に
関
し
て
論
議
し
講
習
開
講
に
決
定
。

2
、
労
務
部
会
最
終
の
時
期
に
つ
い
て

種
々
の
角
度
か
ら
も
う
一
度
、
部
会
の
役
員
会
を
開
催

し
て
決
定
し
た
方
が
よ
い
と
の
結
論
を
得
た
。

園

部

会

議

十
勝
支
部
役
員
会

一
、
日

時

昭
和
“
年
8
月
24
日
午
後
-
時

一
、
場

所

帯
広
市
西
一
条
九
丁
目

日
本
橋
食
堂

一
、
出
席
者

本
会
よ
り
渡
辺
会
長
出
席

支
部
長

村

纒
戊

副
支
部
長

鈴
木
一
雄

理
事

金
子

城
、
平
賀
昌
夫
、
福
原
英
雄
、

天
野
晴
清
、
野
際
荘
一
、
榎
波
弥
一
郎

一
、
議

案

!
、
会
員
死
亡
見
舞
金
制
度
に
つ
い
て
:
:
:賛
成
可
決

2
、
非
書
士
対
策
に
つ
い
て

け

労
務
管
理
士
の
名
称
を
使
用
し
、
業
務
を
行
な
っ
て

い
る
も
の
の
実
情
及
び
営
業
を
調
査
す
る
こ
と
。

回

陸
運
相
談
所
、
自
動
車
協
会
、
食
品
衛
生
協
会
の
事

務
代
行
所
の
実
態
を
調
査
す
る
こ
と
。

内

登
録
の
取
消
を
受
け
た
も
の
(法
第
5
条
第
3
号
に

よ
る
該
当
者
)
が
引
続
き
業
務
を
行
な
う
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
の
で
各
役
員
は
厳
重
に
監
視
す
る
こ
と
。

日

ポ
ス
タ
ー
を
各
官
庁
に
配
布
し
会
員
名
を
下
に
記
載

し
た
も
の
を
貼
る
。

増
岡
内
に
付
き
特
に
必
要
あ
る
場
合
は
本
部
役
員
を
要
請

す
る
。

3
、
役
員
会
、
講
習
会
に
は
必
ず
本
部
役
員
の
出
席
を
要
請

す
る
。

以
上
の
議
案
を
議
決
し
、
昭
和
徳
年
8
月
17
日
の
理
事
会
、

支
部
長
会
議
の
報
告
午
後
5
時
散
会
。

-、
と
こ
ろ

札
幌
市
大
通
西
十
丁
目

第
一
ホ
テ
ル

-、
出
席
者

渡
辺
会
長
、
藤
山
、
佐
藤
、
竹
原
!
副
会
長
、

梶
井
企
画
部
長

真
只
、
高
島
、
荒
、
後
藤
!
企
画
部
員

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

高
田
労
務
部
会
幹
事
長
、
成
田
常
任
幹
事

｢

議

事

○
企
画
部
強
化
に
つ
い
て

企
画
部
竹
原
総
括
よ
り
去
る
8
月
17
日
の
常
任
理
事
会
に

提
案
さ
れ
た
企
画
部
強
化
策
に
つ
い
て
協
議
し
た
い
旨
を
述

べ
左
の
事
項
に
就
い
て
審
議
し
た
。

ー
、
本
会
会
則
第
関
条
第
4
項
の
実
行
に
つ
い
て
検
討

2
、
報
酬
額
の
内
容
に
つ
い
て

本
部
で
基
本
的
な
も
の
を
作
制
す
る
必
要
を
認
め
た
こ

と
は
第
7
回
常
任
理
事
会
で
決
定
し
て
い
る
の
で
9
月
15

日
ま
で
に
作
制
す
る
こ
と
o

3
･
会
報
の
発
行
に
つ
い
て

企
画
部
で
責
任
を
も
っ
て
編
集
、
発
行
す
る
こ
と
。

4
、
講
習
に
つ
い
て

社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
取
得
の
た
め
一定
講
習
の
開

講
立
案
、
計
画
準
備
は
企
画
部
で
行
な
う
。

時
期
は
10
月
中
、
会
場
、
出
欠
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ

て
集
計
す
る
こ
と
o

5
、
行
政
書
士
法
関
係
法
令
の
調
査
研
究
を
す
る
こ
と
。

6
、
総
会
に
提
案
す
る
事
業
計
画
は
具
体
的
な
も
の
に
す
る

必
要
が
あ
る
o

7
、
各
支
部
の
講
習
、
研
修
会
に
対
す
る
助
成
金
の
交
付
の

調
整
を
図
る
こ
と
o

一
、
閉

会

午
後
6
時
30
分

講
習
会
開
講
に
関
す
る
打
合

一
、
日

時

昭
和
43
年
9
月
18
日

午
後
4
時

一
、
と
こ
ろ

札
幌
市
大
通
西
六
の
六

札
幌
支
部
研
修
会

一
、
日

時

昭
和
43
年
8
月
31
日
午
後
ー
時

｢
場

所

札
幌
市
南
七
条
西
三
丁
目

豊
永
区
出
張
所
二
階
広
間

一
、
講

師

札
幌
陸
運
局

登
録
資
材
係
長

佐
藤
繁
則
氏

外
一
名

一
、
状

況

残
暑
き
び
し
い
当
日
会
員
稀
名
の
予
想
外
の
大
多
数
の
出
席

に
よ
っ
て
、
陸
運
関
係
語
手
続
き
に
つ
き
講
習
会
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
会
員
一
同
暑
さ
に
も
め
げ
ず
熱
心
な
態
度
で
勉
強
し
、

活
発
な
質
疑
応
答
も
あ
っ
て
午
後
3
時
終
了
。

引
続
き
労
務
部
会
長
藤
山
利
夫
氏
に
よ
っ
て
本
年
6
月
3
日

公
布
さ
れ
た
｢社
会
保
険
労
務
士
｣
(法
律
第
斑
号
)
の
法
に

対
す
る
必
要
条
文
の
説
明
並
び
に
今
日
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
併
せ
て
行
政
書
士
報
酬
改
訂
に
つ
い
て
解
説
を

行
な
っ
た
。

釧
路
支
部
定
時
総
会

日

時

昭
和
43
年
5
月
=
日

場

所

釧
路
市
浦
見
町
二
丁
目

三
土足
云館

出

席

会
員
数
菊
名
中
卸
名
。
委
任
状
に
よ
る
者
=
名
。

来

賓
ー
、
釧
路
支
庁
長
代
理

山
本
総
務
課
長
補
佐

2
、
同

坂
上
地
方
係
主
事

3
、
釧
路
市
長

代
理

片
垣
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長

4
、
本
会
会
長

代
理

荒
常
務
理
事

一
、
開
会
挨
拶

尾
越
副
支
部
長

二
、
支
部
長
挨
拶

伏
見
支
部
長

三
、
来
賓
祝
辞

i
、
釧
路
支
庁
長
代
理

心
な
、
!
転
ぜ

　
　
　　
　　　

　
　
　　
　
　



愕
議
長
選
出

　
　

2
、
釧
路
市
長
代
理

3
、
会
長
代
理

議

長

常
見
庄
司
氏

副
議
長

平
田

清
氏
承
認
さ
れ
る
。

理

事

中
島

寛
、
佐
藤

猛
、
森
谷
嘉
一郎
、

宗
田
新
一

監

事

武
田
時
雄

議
案
第
四
号

代
議
員
選
任
に
つ
い
て
、

本
会
代
議
員

細
木
貞
次

佐
藤

猛

閉

会

午
後
4
時
50
分

釧
路
支
部
八
月
定
例
役
員
会

日

時

昭
和
43
年
8
月
8
日
午
後
7
時

.

場

所

釧
路
市
満
見
町
二
丁
目
七
番
地

伏
見
支
部
長
宅

出
席
者

支
部
長
(兼
本
会
理
事
)
伏
見

勇

副
支
部
長

理

屋
越

勝
典

大
沢

清

中
島

寛

事

中
島

,

(兼
本
会
代
議
員
)
細
木

貞
治

(

"

)
佐
藤

猛

森
谷
嘉
一
郎

宗
田

新
一

武
田

時
雄

議

事
*

H
報
告
事
項

の
会
計
!
!現
在
残
高

②
会
員
異
動
:
･入
会
者
ー

処
分
退
会
ー

③
各
単
位
会
に
お
け
る
報
酬
額
の
調
査
に
つ
い
て

④
支
部
会
議
創
刊
号
発
行
に
つ
い
て

口
協
議
事
項

①
報
酬
額
の
計
算
基
準
に
つ
い
て

大
沢
副
支
部
長
の
研
究
課
題
｢農
地
法
関
係
報
酬
額
に

つ
い
て
｣
の
試
案
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

試
案
の
要
旨
左
記
の
と
お
り

-
、
簡
易
な
も
の

｢例
｣
①
100
坪
未
満
の
も
の

②
区
画
整
理
地
域
外
の
も
の

③
個
人
住
宅
建
築
を
目
的
と
す
る
も
の

④
依
頼
者
か
ら
予
め
資
料
の
提
供
が
あ
る
も

の

- 4 -

2
、
複
雑
な
も
の

前
記
以
外
の
も
の

報
酬
基
準
額
(簡
易
な
も
の
の
場
合
)

①
申
請
書

正
本
一枚

六
〇
〇
円

副
本
六
枚

九
〇
〇
円

②
附
属
書
類

正
本
一
枚

三
〇
〇
円

副
本
三
枚

四
五
〇
円

③
登
記
簿
謄
本

一筆

一
五
〇
円

申
請
代
理

一
件

二
〇
〇
円

申
請
書
提
出
及
び
受
領
日
当
一
時
間

三
〇
〇
円

外
に
交
通
費
実
費

④
図
面
類

見
取
図

正
本
一
枚

網
走
支
部
役
員
会

四
〇
〇
円

議

事
報
告
第
一
号

昨
年
度
の
定
時
総
会
に
議
決
さ
れ
た
事
業
計
画
中
の
研
修

会
、
会
員
の
福
祉
親
睦
、
会
議
の
発
行
等
の
実
施
状
態
。

陸
運
事
務
所
長
を
伏
見
、
大
沢
、
細
木
氏
が
訪
問
し
て
行

政
書
士
法
侵
犯
行
為
防
止
協
刀
方
を
要
請
し
て
、
そ
の
協

力
す
る
約
束
を
得
た
。

報
…

其
の
他
、
市
農
業
委
員
会
事
務
局
、
警
察
方
面
本
部
、
職

業
安
定
所
等
に
も
同
様
協
力
を
得
る
こ
と
に
し
た
。

▲会

報
告
第
｣
百
万

士

昭
和
42
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告

書
一

報
告
袋
言
万

政

専
決
処
分
に
つ
い
て

行

一
、
本
総
会
招
集
期
日
変
更
に
つ
い
て

一
、
支
部
弔
慰
規
定
一部
改
正
に
つ
い
て

道

議
案
第
一
号

海

昭
和
43
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て

ヒ

一
、
広
報
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

機
関
紙
の
発
行
年
4
回
位

二
、
業
務
研
修
会
の
開
催

2
回
以
上
公
開
研
修
会
の
予
定

三
、
会
員
(家
族
を
含
む
)
親
睦
会
の
開
催

議
案
第
二
号

日

昭
和
43
年
度
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

別

議
案
第
三
号

ー

役
員
改
選
に
つ
い
て
、
左
の
通
り
決
定

年

･

3

支
部
長

‐伏
見

勇
正
本
一
枚

五
五
〇
円

副
本
三
枚

八
二
五
円

実

測

図

正
本
一
枚

五
五
〇
円

副
本
三
枚

八
二
五
円

配
置

図

正
本
一
枚

五
五
〇
円

副
本
三
枚

八
二
五
円

⑧
現
況
調
査

一
時
間

三
〇
〇
円

⑥
申
請
書
提
出
代
理

一
件
二
〇
〇
円

⑦
同
提
出
日
当

一
時
間

三
〇
〇
円

合

計

八
、
八
二
五
円

報

以
上
検
討
の
結
果
、
更
に
三
段
階
位
に
格
付
し
て
研
究

会

を
重
ね
る
こ
と
に
し
た
o

士

更
に
｢風
俗
営
業
等
取
締
法
｣
関
係
事
件
に
つ
い
て
も

研
究
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

書

②
行
政
書
士
法
侵
犯
行
為
の
告
発
に
つ
い
て

政

農
協
職
員
そ
の
他
の
侵
犯
行
為
に
つ
い
て
引
拱
き
調
査

行

し
、
資
料
を
ま
と
め
る
こ
と
o

道

③
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

海

社
会
保
険
労
務
±
法
の
施
行
を
控
え
、
本
会
と
充
分
打

合
せ
の
上
具
体
果
す
る
こ
と
。

北

④
支
部
会
費
第
2
期
分
の
徴
収
に
つ
い
て

閉

会

午
後
8
時
30
分

釧
路
支
部

九
月
定
例
役
員
会

(第鋼号)

日
‐
時

昭
和
唯
年
9
月
物
日
午
後
7
時

場

所

釧
路
市
満
見
町
二
丁
目

伏
見
支
部
長
宅

出
席
者

支
部
長
(
兼
本
会
理
事
)

伏
見

副
支
部
長

÷

"3
3-}!
｣
!
-“-

尾
越

勝
典

-“
･
“'‘“-“

･‘‐-
-“
“･“-′
'“-

勇

監

事

武
田

時
い

伏
見
支
部
長
の
挨
拶

藤
山
利
夫
本
会
副
会
長
が
根
室
支
部
総
会
出
席
の
途
次
、

特
に
時
間
を
さ
い
て
当
地
に
立
寄
り
先
般
国
会
に
お
い
て

成
立
を
み
た
｢社
会
保
険
労
務
士
法
｣
の
制
定
経
過
等
に

つ
い
て
懇
談
の
機
会
を
も
っ
た
と
こ
ろ
、
日
中
し
か
も
急

々
の
間
に
電
話
等
に
よ
る
連
絡
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
参
会
の
会
員
“
名
を
数
え
同
法
並
び
に
本
年
7
月
t

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
報
酬
額
に
つ
い
て
説
明
を
き
く

と
と
も
に
"
熱
心
な
質
疑
が
か
わ
さ
れ
た
こ
と
は
極
め
て

理

事

監

事

中
島

寛

(築
本
会
代
議
員
)
細
木

貞
次

　

　

　

　

)
佐
藤

佳

森
谷
嘉
一
郎

武
田

時
雄

議

事
一
、
報
告
事
項

①
本
会
常
任
理
事
並
び
に
支
部
長
合
同
会
議

②
会

計

③
会
員
異
動

④
本
会
会
費
滞
納
者

二
、
協

議

の
支
部
会
報
創
刊
号
発
刊
に
つ
い
て

②
本
会
主
催
講
習
会
(社
会
保
険
労
務
士
に
関
す
る
)
開

催
個
所
の
希
望
地
に
つ
い
て

三
、
其
の
他

二
件
に
つ
い
て

閉

会

午
後
8
時
40
分

網
走
支
部

地
区
別
研
修
会

日

時

昭
和
43
年
6
月
23
日
午
前
9
時
ご
午
後
4
時

場

所

紋
別
市
役
所

第
2
会
議
室

研
修
内
容
と
講
師

ー
、
農
地
法
と
申
請
の
実
務
に
つ
い
て

紋
別
市
農
業
委
員
会

小
野
寺
事
務
局
長
殿

2
、
労
働
関
係
諸
法
と
そ
の
実
務
に
つ
い
て

労
務
部
会
幹
事

元
労
働
事
務
官

村
井

工
駛

、′
“

“
‐‐“-
‐“-‐℃
‐･‘‐･-‘
-‘
'-“{
-
-

　
　　

　
　　　　

　
　
　　

　　　　　　
　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日

時

昭
和
43
年
9
月
18
日
午
後
2
時
ど
5
時

と
こ
ろ

北
見
市
北
8
条
西
ー
丁
目

む
つ
み
会
館

出
席
者

藤
沢
支
部
長
、
鈴
木
副
支
部
長
、
村
井
副
支
部
長
、

今
野
藤
男
(榎
副
支
部
長
代
理
)
橋
場
総
務
部
長
、

須
藤
業
務
部
長
、
事
務
局

真
貝

議

事
i
･

開
会
あ
い
さ
つ
'
:
:
支
部
長

○
支
部
長
会
議
と
常
任
理
事
会
議
の
経
過
報
告
(支
部
長
)

○
企
画
部
会
議
の
経
過
報
告
(真
只
理
事
)

昭和43年10月I5

- う -

(地区別研修会会場)



2
、
各
部
の
構
成
、
業
務
執
行
体
制
に
つ
い
て

総
務
部
長

橋

場

弘

一

愕

経
理
部
長

村

井

工

熱

業
務
部
長

須

藤

正

美

各
部
員
は
部
長
指
名
に
一
任

3
、
業
務
執
行
体
制

○
事
務
所
は
当
分
の
間
従
来
通
り
と
す
る
。

○
毎
月
第
3
土
曜
日
午
後
1
時
か
ら
ー
時
間

部
長
会
議
を
開
き
、
打
合
せ
と
事
務
処
理
を
す
る
。

4
、
紋
別
地
区
研
修
会
の
成
果
と
反
省

○
初
め
て
の
催
し
と
し
て
成
功
で
あ
っ
た
。

○
遠
軽
方
面
の
出
席
が
無
か
っ
た
の
は
遺
憾
。

報
“

○
年
に
-
度
は
是
非
会
合
す
る
よ
う
に
し
た
い
o

会

○
定
型
的
諸
法
規
で
な
く
親
睦
を
図
り
た
い
o

士

5
、
本
年
度
事
業
計
画
の
推
進
に
つ
い
て

0
10
月
中
旬
に
網
走
地
区
で
集
会
を
計
画

書

○
非
行
政
書
士
対
策
は
部
長
会
で
立
案
す
る
。

政

○
未
入
会
登
録
者
の
入
会
勧
告
。

"行

0
司
法
書
士
、
行
政
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
各
書
士

道

の
職
分
徹
底
の
た
め
合
同
懇
談
開
催
o

海
け

6
、
社
会
保
険
労
務
士
法
施
行
に
伴
う
問
題
に
つ
い
て

7
、
真
の
他

北

以

上

欧

州

の
旅

箕
珍
▽

大

飼

竹

治

前
号
に
お
い
て
は
欧
州
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
、
ま
た
交
通

0月 15日

特
に
ド
イ
ツ
の
児
童
公
園
毎
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
れ
に
続

入
賞
の
疑
【

日

会
を
失
し
残
念
で
あ
っ
た
。

跳
然
し
、
各
国
の
少
年
達
と
交
通
事
故
防
止
と
い
う
大
き
な
目

的

的
で
の
競
技
に
参
加
し
、
ま
た
親
善
を
深
め
る
等
意
義
が
あ
っ

婢
た
こ
と
を
喜
ぶ
と
共
に
･

日
本
全
体
の
少
年
達
も
欧
州
の
子
供

政 書 士 会 報

達
の
よ
う
に
交
通
法
規
な
り
、
自
転
車
の
運
転
な
り
を
練
習
し

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
強
く
感
じ
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

③

ベ
ル
ン
か
ら
バ
ス
で
ス
イ
ス
第
一
の
都
市
チ
ュ
ー
リ
ッ

ヒ
市
に
行
き
、
市
内
の
見
物
と
途
中
ラ
イ
ン
の
滝
を
見
て
六
月

十
五
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
着
い
た
の
で
あ
っ
た
。

(第41号)

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
は
川
を
境
に
フ
ラ
ン
ス
に
接
し
国
際
都
市
と
し

て
知
ら
れ
万
国
赤
十
字
社
、
欧
州
国
連
本
部
等
国
際
的
機
関
が

ス
イ
ス
は
永
世
中
立
の
国
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
国
で
あ

り
、
国
土
は
九
州
よ
り
少
し
小
さ
い
。
西
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ー
と
境
し
、
ア
ル
プ
ス
山
系
の
中

に
あ
り
、
入
口
は
一
九
六
〇
年
の
国
勢
調
査
で
は
五
四
二
万
九

千
、
現
在
は
五
八
〇
万
と
な
っ
て
い
る
。
ス
イ
ス
は
山
岳
地
帯

が
多
い
が
、
中
央
部
に
は
広
い
盆
地
が
あ
り
、
農
耕
特
に
酪
農

が
盛
ん
で
夏
期
は
ア
ル
プ
ス
の
中
腹
ま
で
放
牧
が
行
な
わ
れ
、

有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
土
地
は
森
林
を
含
め
国
土
の
七
六

%
と
い
わ
れ
て
い
る
。
他
は
湖
水
又
は
氷
河
等
草
木
の
吉
だ
た

な
い
高
山
地
帯
で
あ
る
。

気
温
は
盆
地
と
山
岳
地
帯
と
で
は
一
様
で
な
い
が
、
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
2
ベ
ル
ン
z
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
を
結
ぶ
概
し
て
平
地
は
あ
ま

り
そ
の
差
は
な
く
、
六
月
で
(
℃
〕
最
高
一
九
度
最
低
一
四
度

位
、
最
も
気
温
の
高
い
の
は
八
月
で
最
高
二
一
度
、
最
低
一
五

度
位
、
ま
た
最
も
寒
い
の
は
一
月
で
(
一
)
一度
か
二
度
位
と

い
わ
れ
て
い
る
。
ス
イ
ス
に
は
ジ

ュ
ー
プ
湖

(
レ
マ
ソ
湖
)
!

ボ
ー
デ
ン
湖
を
始
め
湖
水
が
多
く
、
ア
ル
プ
ス
の
山
脈
と
の
調

和
に
よ
り
山
紫
水
明
、
風
光
明
肩
で
国
全
体
が
公
園
の
風
格
を

も
っ
て
い
る
。
交
通
は
鉄
道
｢
道
路
共
よ
く
発
達
し
、
特
に
道

路
は
ど
ん
な
田
舎
道
も
全
舗
装
で
、
交
通
の
便
は
大
へ
ん
に
よ

い
。
次
に
ス
イ
ス
で
の
見
聞
し
た
こ
と
を
項
を
逐
う
て
述
べ
て

み
よ
う
。

○

ス
イ
ス
の
首
都
ベ
ル
ン
(
一
七
万
)
の
町
に
着
い
て
友

人
三
名
と
共
に
日
本
大
使
館
を
訪
問
し
大
使
と
お
会
い
す
る
機

会
を
得
、
欧
州
事
情
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
大
へ
ん
参
考
に

な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
中
学
校
を
訪
ね
、
校
長
先
生
の
案
内
と
説

明
で
授
業
中
や
校
舎
内
を
視
察
し
た
が
、
校
舎
は
近
代
的
な
建

物
と
設
備
で
あ
り
、
特
に
生
徒
は
一
ク
ラ
ス
二
五
名
で
、
ゆ
っ

た
り
と
し
て
お
り
合
理
的
な
教
育
に
意
を
注
い
で
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
た
。

例
え
ば
、
人
は
み
な
個
人
差
が
あ
る
か
ら
、
機
械
的
な
数
え

方
で
は
基
礎
的
な
教
育
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
出
来
得
れ
ば
生

ろ
′′。
そ
の

多
く
燿
が
れ
･

人
ロ
は
三
十
万
程
で
あ
り
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
縦
の
端

を
抱
く
よ
う
に
発
展
し
た
所
で
、
先
に
ス
イ
ス
全
体
が
公
園
と

述
べ
た
が
、
そ
の
中
で
も
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
は
代
表
的
で
あ
り
、
天

然
自
然
の
美
と
共
に
町
は
絵
の
よ
う
に
綺
麗
で
、
湖
の
ほ
と

り
、
公
団
、
道
路
脇
等
至
る
と
こ
ろ
に
樹
木
や
草
花
を
植
え
込

み
旅
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
。
日
本
の
こ
と
な
ど
述
べ
る
こ
と

は
望
ま
な
い
が
、
少
し
許
し
て
貰
う
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
バ
ス

の
停
留
所
や
道
路
又
は
公
園
で
も
日
本
の
そ
れ
は
煙
草
の
吸
が

ら
入
れ
が
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
ら
一
面
に
投
げ
散
ら

し
、
紙
屑
や
汚
物
も
処
か
わ
ず
棄
て
る
。
曙
を
吐
き
棄
て

る
。
そ
し
て
そ
こ
ら
か
ま
わ
ず
放
尿
と
く
る
。
ス
イ
ス
で
は
一

日
歩
き
通
し
て
も
紙
屑
一
つ
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
日
本
の

そ
れ
ら
は
話
の
責
任
だ
ろ
う
か
。
日
本
も
早
く
先
進
国
の
仲
間

入
り
を
し
て
も
よ
い
と
思
う
の
だ
が
。

④

ス
イ
ス
に
は
大
都
市
は
な
く
、
北
部
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ド
イ
ツ
国
境
近
く
の
チ
ュ
i
リ
ッ
ヒ
市
が
人
口
四
万
で
第

一位
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
国
境
の
バ
ー
ゼ
ル
二
一
万
、
そ
れ

に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
首
都
ベ
ル
ン
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
一
四
万
、
十
万

以
下
三
万
が
八
市
、
外
は
町
村
で
あ
る
。
そ
し
て
市
や
町
を
中

心
に
州
が
お
か
れ
、
州
の
数
は
半
州
を
含
め
二
五
あ
り
て
、
州

の
上
に
連
邦
が
あ
り
、
川
と
連
邦
と
は
共
に
主
権
が
あ
り
、
そ

の
相
互
の
権
限
を
の
ぞ
い
て
見
る
と
凡
そ
次
の
四
つ
に
分
け
ら

れ
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
一
は
連
邦
が
州
を
排
除
し
て
行
な
う
も
の
で
、
例
え
ば

関
税
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
専
売
、
郵
便
、
電
信
電
話
、
貨
幣
、
鉄

道
の
免
許
等
で
あ
る
o

そ
の
二
は
連
邦
で
立
法
し
、
実
施
は
連
邦
と
川
と
で
協
力
で

行
な
う
。
例
え
ば
単
組
織
、
外
事
警
察
、
登
記
等
。

そ
の
三
は
連
邦
が
規
制
す
る
が
施
行
は
州
で
す
る
。
例
え
ば

河
川
、
湖
沼
、
電
力
、
漁
業
、
労
働
、
教
育
の
如
き
で
あ
る
。

そ
の
四
は
完
全
に
州
の
権
限
で
連
邦
が
監
督
す
る
も
の
に
道

路
、
橋
梁
、
そ
の
他
ス
イ
ス
全
体
に
関
係
あ
る
も
の
で
あ
る
。

③

ス
イ
ス
に
は
ス
イ
ス
語
と
い
う
も
の
は
な
く
、
ド
イ
ツ

お
い
て
は
教
育
態
度
が
き
び
し
い
も
の
が
あ
り
、
生
徒
の
わ
が

ま
ま
な
自
由
行
動
を
戒
め
規
律
を
正
し
、
持
ち
も
の
の
整
頓
、

掃
除
等
の
薬
が
よ
く
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

②

そ
の
日
午
後
は
ベ
ル
ン
で
国
際
交
通
安
全
優
勝
カ
ッ
プ

大
会
が
あ
り
、
こ
の
大
会
に
は
日
本
か
ら
も
代
表
選
手
四
名
の

少
年
が
参
加
し
た
。
私
達
一
行
は
そ
の
応
援
と
見
学
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
大
会
へ
の
参
加
が
西
は
欧
州
圏
が
多
く
、
日
本
を

含
め
十
八
ヵ
国
で
あ
っ
た
。
競
技
の
方
法
は
交
通
法
規
の
テ
ス

ト
と
自
転
車
と
足
麓
自
動
車
の
運
転
の
仕
方
で
前
回
述
べ
た
西

ド
イ
ツ
の
児
童
公
園
に
お
け
る
実
習
と
同
じ
よ
う
な
方
法
で
あ

り
、
反
則
の
多
い
少
な
い
等
を
見
て
優
劣
を
決
め
る
の
で
あ
る

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
し
イ
タ
リ
ア
語
が
国
語
と
な
っ
て
い
て
、
こ

の
三
つ
の
中
ど
れ
を
用
い
る
か
は
州
の
権
限
で
決
め
ら
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
州
に
よ
っ
て
三
国
語
、
二
国
語
、
一
国
語
と
区
々

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
基
本
的
に
は
人
種
の
問
題
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
ド
イ
ツ
に
近
い
方
は
文
化
的
、
性
格
的

に
ド
イ
ツ
人
に
似
て
い
る
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
近
い
方
は
古
く
か

ら
フ
ラ
ン
ス
語
を
母
語
と
し
て
お
り
、
イ
タ
リ
ー
に
近
い
方
は

イ
タ
リ
ー
、
特
に
ミ
フ
ノ
地
方
の
方
言
を
母
語
と
し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
三
国
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
何
れ

も
そ
れ
ら
の
国
と
は
政
治
的
に
は
は
っ
き
り
と
区
別
し
、
所
謂

ス
イ
ス
式
民
主
主
義
を
守
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
母
国
語
系
で
そ
の
比
率
を
見
る
と
、
ド
イ
ツ
語
系
七
四

%
で
三
六
〇
万
、
フ
ラ
ン
ス
語
系
二
0
%
で
九
七
万
、
イ
タ
リ

i
語
系
四
%
で
一
九
万
、
ロ
マ
ン
シ
ュ
語
と
い
う
の
か
一
%
あ

る
と
い
わ
れ
る
。

⑥

ス
イ
ス
の
産
業
で
機
械
器
具
の
生
産
に
従
事
し
て
い
る

一

企
業
は
二
千
数
百
に
達
し
、
約
二
十
数
万
の
人
が
雇
用
さ
れ
て

7

い
る
と
い
う
が
、
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
時
計
で
あ
る
。
こ

一

の
ス
イ
ス
時
計
の
歴
史
が
古
く
十
六
世
紀
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た

と
い
う
。
ス
イ
ス
に
は
千
三
百
の
工
場
と
八
万
人
を
超
え
る
時

計
工
が
製
作
に
あ
た
り
、
製
作
方
法
は
多
く
は
分
業
化
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
に
部
品
を
作
る
。
そ
し
て
熟
練
工
の

養
成
に
重
点
が
お
か
れ
、
一個
一個
の
時
計
が
正
確
で
持
久
性

の
あ
る
よ
い
時
計
、
信
用
さ
れ
る
も
の
を
作
る
事
に
努
力
が
な

さ
れ
て
い
る
o

の

前
に
も
述
べ
た
が
、
ス
イ
ス
の
永
世
中
立
は
ど
の
よ
う

に
保
債
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
数
世
紀
に
亘
る

経
験
の
上
か
ら
で
あ
り
、
一
八
一
五
年
バ
リ
条
約
に
よ
っ
て
保

債
さ
れ
た
の
が
初
め
で
、
そ
の
署
名
国
は
英
国
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ロ
シ
ア
そ
の
他
を
合
せ
て
八
ヵ
国
で
、
ス
イ
ス
連
邦
の
憲

法
に
も
規
定
さ
れ
て
い
、る
。
を
れ
で
ス
イ
ス
自
身
も
そ
の
義
務

を
履
行
す
る
上
に
も
外
国
か
ら
犯
さ
れ
な
い
よ
う
に
中
立
を
守

る
た
め
に
軍
隊
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
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も
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